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令和 8 年度 事業計画 

 

シルバー人材センターは、地域の日常生活に密着した「就業機会の提供」と 

ともに、高齢者がボランティア活動をはじめとする社会参加・社会貢献を通じて、

健康で生きがいのある生活の「生涯現役社会」の実現と、地域社会の福祉の向上・

活性化を目指しています。 

超高齢社会が進む現在、全国における会員の平均年齢は７５歳となり、さらに

高齢化が加速する中で、安定的な事業運営のためには、会員の継続的な拡大に取

り組むことが、シルバー人材センターの喫緊の課題となっております。 

当センターでは平日の入会相談の他、入会説明会の休日開催やその案内を新聞

折込でＰＲを行うことに加え、江東区報８年１月１１日号の１面においてシルバ

ー特集記事の掲載や、シルバー認知度向上を目的としたタブロイド紙の新聞折込

など、積極的な入会促進を図ったことにより、令和７年度末会員数は前年度と比

べ増加となりました。 

 会員は組織の安定運営の根幹をなすものであり、さらなる会員増強への取り組

みは当センターが地域社会において、その役割を果たしていくために最も重要な

課題の一つとなっています。ついては、当センターの認知度をさらに高めるため、

引き続き入会説明会を開催するとともに、入会促進に向けた内容の充実を図るこ

とで、センターの周知と魅力を最大限に発信することにより、会員の増強を図る

ことが強く求められます。 

 また、会員の就業関連の傷害事故件数は依然として高止まりしており、安全就

業の推進も重要な課題となっています。 

 これらの様々な課題や社会情勢の変化に対応するため、第四次中期計画に掲げ

た「会員の増強」「就業率の向上」「契約金額の拡大」「事故ゼロを目指した安全管

理体制の確立」の４つの重点課題をはじめ、目標達成に向けた各種事業を着実に

実施していくことにより、シルバー事業のさらなる発展・拡充を目指します。 

 併せて、技能等の能力開発、接遇の向上、地域貢献活動への積極的な取り組み

などについても、より一層の推進を図ってまいります。 

 

 第四次中期計画の目標達成を見据え、令和８年度の基本方針及び事業計画を次

のとおり定めます。 
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１．基本方針 

（１）新入会員の加入促進と会員の増強 

（２）会員の増強、就業率の向上、契約金額の拡大、安全管理体制の確立という

重点課題を踏まえた執行体制の充実と事業の維持拡大 

（３）広報活動の充実と事業の普及啓発活動の推進 

（４）会員の適性に合った仕事の提供と適正就業の推進 

（５）安全管理対策の推進と健康管理 

（６）独自事業の維持・拡大及び、新たな独自事業の検討 

（７）派遣事業の拡大及び家事援助事業の体制強化 

（８）地域班活動、就業別グループの活性化 

（９）研修による接遇や技能等の能力開発の促進 

（10）活力ある地域社会の創造に向け、地域貢献活動への積極的参画 

（11）事務局運営の効率化、個人情報保護とサイバー攻撃等への対策の強化 

（12）第五次中期計画(令和９年度～令和１３年度)の策定 

 

２．事業計画 

（１）重点課題への取り組み 

  ①会員の増強 目標：会員数 2,600 人 

   シルバー人材センターの認知度向上に向けた新聞折込チラシ等による PR

活動や会員による口コミ等への協力を積極的に展開します。また、シルバ

ー紹介動画のホームページ等での活用など、多様な加入促進策を講じ、会

員の増強に努めます。 

②就業率の向上 目標：就業率 81.0％ 

   継続的な就業開拓及びワークシェアリングの実施、就業相談会や就業説明

会の実施により、就業率の向上に努めます。 

  ③契約金額の拡大 目標：契約金額 12 億 2,000 万円 

               従来契約  12 億 900 万円 

               包括的契約   1,100 万円 

   センターホームページ等、様々な媒体を活用し、積極的なＰＲ活動を図り、

受注拡大に努めます。 

  ④安全管理体制の確立 目標：傷害事故件数 10 件未満 
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   機関紙等により安全就業啓発や安全管理委員による巡回パトロールに加

え、事務局職員による就業現場確認を行うことで、就業会員の安全意識の

高揚を図り、就業に関わる傷害事故及び賠償事故の減少に努めます。 

 

３．実施事項 

（１）新入会員の加入促進と契約金額の拡大 

   シルバー事業の理念や仕組みを広く地域社会にＰＲ・浸透させるとともに、

新入会員の加入促進を図り会員増強の推進と契約金額の拡大に向け、以下の

広報・普及啓発活動を行います。 

  ①機関紙「生きがい」について、読みやすさと内容の充実を重視した編集を

行います。  ◎発行回数 年 4 回発行 

  ②入会説明会の参加機会の向上や、新聞折込チラシ等により参加者増を図り、

会員の加入促進に努めます。 

③シルバー紹介タブロイド紙を活用し、会員の加入促進及び就業開拓に努め 

ます。 

  ④シルバー紹介動画を入会説明会やホームページ等で活用を図り、会員の加

入促進及び就業開拓に努めます。 

  ⑤ホームページを活用したＰＲ活動を推進し、会員の加入促進及び就業開拓

に努めます。 

  ⑥新たな就業紹介動画を作成し、入会説明会等で活用を図り、会員の加入促

進及び就業開拓に努めます。 

⑦区民まつり等、江東区主催のイベントに参加し、シルバー事業のＰＲに努 

めます。 

⑧「目指せ会員 3,000 人」活動を周知し、会員による口コミＰＲ活動を引き 

続き行います。 

⑨江東区報を活用し、会員の加入促進及び就業開拓に努めます。 

 

（２）会員の適性に合った仕事の提供と適正就業の推進 

   請負、委任、派遣の働き方の違いなどを踏まえた適正就業の推進とともに、

会員の多様なニーズに応えるため、受注拡大に向けた業務体制の充実・強化

を図ります。 
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  ①就業交替やワークシェアリングの推進により、未就業会員や新入会員への

公平な仕事の提供に努めます。 

  ②運用基準適用者継続就業状況確認書を活用し、就業交替運用基準に基づき、

会員の交替を進めます。 

  ③適正就業を推進するため、受託業務内容等の確認、見直しを行い、仕様書

等の改善を図ります。 

  ④ホームページや「Smile to Smile」、会員証交付式などを活用し、就業情報

の提供に努めます。 

  ⑤未就業会員等を対象に就業相談会を開催し、就業機会の提供に努めます。 

  ⑥仕事別に特化した説明を行う個別就業相談会を開催し、就業内容の理解促

進を図ります。 

⑦就業紹介動画をホームページ等で活用し、就業情報の提供に努めます。 

⑧職域の拡大を図り、就業開拓に努めます。 

 

（３）安全管理対策の推進 

安全管理委員会の活動強化を図るとともに、事故防止と会員の健康維持の

ため、次の事項を積極的に取り組みます。 

①安全対策基本計画及び実施内容を策定し、安全対策を着実に実施します。 

②安全対策活動計画を策定し、安全管理委員会で対策内容等を検討します。 

③安全管理委員による就業現場の巡回に加え、事務局職員が就業現場へ行く 

際に就業現場安全確認を行うことで、安全就業についての周知を図ります。 

④安全強化月間における重点啓発の他、安全就業啓発グッズの配布、事故発 

生状況等の「生きがい」や「Smile to Smile」掲載などにより、安全意識 

の高揚を図り、安全就業等を推進します。 

⑤自転車シミュレーター等を使用した自転車安全講習会を開催し、自転車運

転における交通安全ルールを中心としたＰＲやマナー啓発を行い自転車利

用による事故防止を図ります。また、自転車リサイクルグループの協力に

より、会員が使用する自転車の無料点検を実施し、整備不良での事故の防

止と意識啓発等を図ります。 

⑥健康教室を開催し、転倒予防体操や体力の簡単なセルフチェック等により、

身体機能の維持と体力向上を図ります。 
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  ⑦事務局窓口に設置されている掲示板、血圧測定器の活用を図り、会員の安

全就業と健康管理の啓発活動を推進します。 

  ⑧熱中症予防セミナーを開催し、熱中症対策に向けた啓発に努めます。 

  ⑨危険予知(KY)活動を周知し、安全意識の高揚を図ります。 

⑩健康観察シートを活用した体調の自己管理等の徹底を図ります。 

⑪自転車利用時のヘルメット着用を周知し、安全意識の啓発・高揚を図りま 

す。 

  ⑫電動自転車を含めた自転車利用時の注意点を周知し、自転車事故の未然防

止に努めます。 

⑬「Smile to Smile」等により、簡単なストレッチなどの転倒予防情報を周

知し、転倒事故防止に努めます。 

 

（４）独自事業の推進 

   ＰＲ活動を積極的に展開するとともに、会員の創意工夫による事業活動を

基本として、事業の発展拡充を図ります。 

①自転車リサイクル事業 

   区から譲り受けるリサイクル自転車の安定確保に努めるとともに、リサイ

クルに係る整備技術の向上や後継者の育成・人材確保に努めます。 

  ②刃物砥ぎ事業 

   新たな拠点となった刃物砥ぎセンターのＰＲ活動を積極的に展開すると

ともに、お客様への受付などの利便性を図ります。また、区民まつり等の

イベントへの参加によるＰＲ強化に努めるとともに、後継者の育成・人材

確保に努めます。 

  ③洋服リフォーム事業 

   発注者のニーズに対応できるよう、縫製技術の向上を図り、後継者の育成・

人材確保に努めます。 

  ④パソコン関連事業 

   江東区文化センターを会場に、初心者向けのコースを主体に実施します。

また、受講者のニーズに応えられる魅力的なコースの新設に取り組むとと

もに、後継者の育成・人材確保に努めます。 

  ⑤新たな独自事業の検討を進めます。 
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（５）シルバー派遣事業の拡大と家事援助事業の体制強化 

  ≪派遣事業≫ 

①派遣登録会員の増強により、派遣就業の事業拡大を図ります。 

  ②会員の希望にあった派遣就業を開拓し、希望職種の拡大を図ります。 

  ≪家事援助事業の体制強化≫ 

①会員へ家事援助事業の PR 強化を行い、就業会員の増強に努めます。 

②家事援助項目別のグループ体制を構築し、発注者に満足いただける体制強

化に努めます。 

 

（６）組織の活性化 

  ≪地域班≫ 

   地域班組織の活性化を図るため、次の事項に取り組みます。 

  ①地区部長会の開催 

  ②地域班長会の開催 

  ③各地区総会の開催 

  ④地域関連情報について、各理事と地区組織が連携し、情報の迅速な収集・

提供を図ります。 

  ≪就業別グループ≫ 

   就業別グループの充実を図るため、次の事項に取り組みます。 

①グループリーダーの資質向上を目的としたリーダー研修やグループ 

会議を定期的に開催し、受託業務の円滑な遂行に努めます。 

②公共事業及び一部の民間事業や技能職種に設置されている就業別グ 

ループを他の職種にも拡大し、組織化に努めます。 

 

（７）研修の充実と能力の開発 

   発注者の信頼と満足度の向上を目指し、会員の資質向上に積極的に取り組

みます。 

  ①入会時に配付する「新入会員さんガイド」を活用し、新入会員基礎教育の

充実に努めます。 

  ②就業会員を対象に、接遇研修や実務研修を実施し、会員のスキルアップに

努めます。 
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③東京しごと財団が主催する職域拡大技能講習に、会員の積極的な受講を推 

奨します。 

 

（８）地域貢献活動の推進 

   地域社会を支える担い手としてセンターの役割を果たすため、次の地域貢

献活動に取り組みます。 

  ①区内の駅周辺や幹線道路を中心とした清掃ボランティア活動を支援しま

す。 

②リサイクル自転車の売上金や区民まつりにおける売上金の一部を江東区

社会福祉協議会に寄付します。 

  ③区民まつりやこどもまつり、東京マラソンランナー応援イベントのボラン

ティア活動に積極的に参加します。 

  ④家事援助サービスや声かけ訪問事業、区と連携した高齢者サービスなど、

地域社会に密着した事業の拡大に努めます。 

  ⑤表彰に関する運用基準による地域貢献活動表彰を行い、地域貢献活動に対

する会員の意識づくりと参加会員の確保に努めます。 

 

（９）事務局運営の効率化等 

  ①常に事務局体制の見直しを行い、効率的な事務局運営に努めます。 

  ②安定した財政運営を行うため、補助金の確保や受注拡大及び経費削減に努

めます。 

  ③事務局業務への会員参画を推進します。 

  ④自立的ガバナンスの充実や、透明性確保に取り組みます。 

 

（10）第五次中期計画の策定 

   令和 8 年度は、令和 4 年度から 5 年間を計画とする「江東区シルバー人材

センター第四次中期計画」の最終年度となることから、計画の検証・総括を

行うとともに、当センターのさらなる発展に向けた「第五次中期計画（令和

9 年度～13 年度）」の策定を行います。 


